
※　変更があったときは、それぞれ変更後の金額及び期間

No 工事名 工事場所 工種 工事概要 商号又は名称 住所 契約金額　※ 随意契約の理由

地方自治法施
行令第１６７条
の２第１項の
該当番号

1
No.2硝化槽回転円板
体更新工事

沖美町
機械器具設
置工事

・硝化槽回転円板体取替
１台
・硝化槽内部エポキシ樹脂
塗装　１槽

浅野アタカ
（株）　広島支
店

広島県広島市
西区西観音町
９番７号

51,040,000 R7.5.14 ～ R8.3.31

令和７年４月の入札に付すために１６社を指名したが、１５
社が辞退し入札不調となった。
再度の入札に付すための仕様の変更が困難なため、入札
の意思があった施工業者と随意契約を行う。

8

2
三高東漁船係留施設
チェーン補修工事

沖美町
土木一式工
事

・チェーン水中切断及び引
揚　N＝4本
・チェーン陸上切断　N=4本
・浮函碇けい（チェーン布
設）　N＝1函

（有）富島建設
広島県江田島
市沖美町高祖
１２９番地７

11,569,800 R7.7.11 ～ R7.9.30

本年４月に三高漁協から浮桟橋が振れていると報告があっ
たため潜水調査を行った。その結果、碇けいチェーンが１本
切断しており、切断していないチェーンについても、係留に
必要な径を大幅に下回っていたため、台風等の大風により
更に碇けいチェーンが切断される可能性が高い。その場
合、浮桟橋の流出や渡橋落下が考えられるため、４本全て
のチェーンの取替を台風シーズンまでに迅速に行う必要が
ある。また、資材の搬入に一定期間を要することから、早急
に補修工事の対応ができる地元施工業者と随意契約を行
う。

5

3 特定空家等除却工事 江田島町 解体工事 特定空家等の除却
古澤建設工業
（株）

広島県江田島
市大柿町小古
江１９８２番地
２

3,547,500 R7.7.29 ～ R7.12.1

特定空家等は破損が進んでおり、そのまま放置すれば倒壊
等著しく保安上危険となる恐れのある状態にある。万が一
倒壊した場合、隣接する砂防指定地内普通河川の閉塞の
ほか、隣家へ影響を及ぼす恐れがある。特定空家等の倒壊
は現在も進行しており、速やかに除却工事を行うため、第４
回目の入札で最低の価格をもって入札した施工業者と随意
契約を行う。

8

4
市道飛渡瀬３０号線道
路改良工事（４工区）

大柿町
土木一式工
事

工事延長　L=57.3m
　プレキャストカルバート　L
＝32.0ｍ
　側溝工　Ｌ＝57.0ｍ
　重力式擁壁　Ｖ＝18.0㎡
　アスファルト舗装工（車道）
Ａ＝46.㎡

二矢川建設
（株）

広島県江田島
市大柿町柿浦
１０８３番地１２

24,200,000 R7.10.8 ～ R8.3.31

令和７年８月に入札に付したが入札不落となったため、令和
７年１０月に再度の入札を付したが落札者がおらず再び入
札不落となった。
このことから、令和７年１０月第４回目の入札で最低の価格
をもって入札した施工業者と随意契約を行う。

8

5
江田島市環境セン
ター管理棟屋上防水
改修工事

沖美町
建築一式工
事

屋上防水改修（シート防水）
（有）西浜工務
店

広島県江田島
市能美町鹿川
３４１７番地２

2,090,000 R7.10.15 ～ R7.12.18

令和７年１０月に入札を付したが落札者がおらず入札不落
となった。
再度の入札に付すための仕様の変更が困難なため、第４回
目の入札で最低の価格をもって入札した施工業者と随意契
約を行う。

8

工期　※
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地方自治法施
行令第１６７条
の２第１項の
該当番号

工期　※

6
温泉揚湯ポンプ交換
工事

能美町
機械器具設
置工事

温泉揚湯ポンプ交換 （株）成和
東京都町田市
図師町1332番
地3

7,920,000 R7.11.18 ～ R8.3.31

温泉井戸深度が1700ｍと非常に深く、施工できる業者が限
られる。
また、温泉井戸掘削当初から施工・管理に携わり、現在まで
長年維持管理業務を受けているため現場にも精通し、事前
調査も不要であり、工期短縮及び安価な施工が見込まれる
ため、随意契約を行う。

2

7
農業集落排水施設建
築改修工事（沖第二
期地区）

沖美町
建築一式工
事

建築改修
・防水工事
・左官工事
・塗装工事
・内外装工事

（株）大柿産業
広島県江田島
市大柿町飛渡
瀬4249番地1

2,640,000 R7.12.16 ～ R8.3.31

農業集落排水施設建築電気設備工事（沖第二期地区）と同
一敷地内で行う工事であり、農業集落排水施設建築電気設
備工事（沖第二期地区）を請け負っている施工業者へ一体
的に発注することで経費の削減が可能であるため、随意契
約を行う。

7


